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＋チーム力 
 

＋考える力、挑戦マインド 
 

熊本県立技術短期大学校 

＋専門の重点分野の徹底 
 

基礎力の徹底 

◇数学、英語、機械加

工で習熟度に合わ

せた授業 

◇基礎から応用まで系

統的な教育内容 

◇ 強みとなる専門分

野の絞り込み 

◇ IoT、Al などの先端

技術に対応できる

基礎力の養成 

◇ 実験、演習科目を

中心にグループ学

習 

◇ 競技大会、資格取

得等にチャレンジ 
 

◇ 卒業研究として少

人数のグループでテ

ーマを決めて研究 

◇ 技能照査で到達レ

ベルを確認（合格者

は技能士補） 

 

基礎から応用までの系統的な授業のカリキュラム例 
精密機械技術科の『生産革新技術』分野 

各学科の分野毎に同様の科目編成を整える 

各学科の卒業時の到達目標を設定 それに向けて教育内容を編成 評価の明確化 

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 

卒業研究 チャレンジ 系統的な教育 グループ学習 

グループ毎

に研究成果

を発表 

研究成果を報告書に 

まとめる 

大会当日のトラ

ブルにも素早く

対応し、H29は優

勝 

複数で同じ

課題に取り

組む。一緒に

考え、自主的

に考える力、

応用力を養

う。 

機械工学概論

の授業 

[ゴム動力車] 

興味を引くも

のから高度な

内容へ 

ロボット

競技大会

に向けて

試行錯誤

しながら

様々な工

夫を凝ら

す。 

 

 
論理回路実習 

簡単な電子回路

を組み合わせる

ことにより、コン

ピュータに必要

な「計算」、「記憶」

の仕組みを理解

する。 


